
【
第
２
回
会
議
】

事
務
局
か
ら
、｢

既
存
の

学
科
・
コ
ー
ス
の
今
後
の
在

り
方｣

と｢

現
在
推
進
し
て
い

る
教
育
制
度
等(

離
島
留
学

制
度
や
中
高
一
貫
教
育
等)

の
今
後
の
方
向
性｣

の｢

施
策

検
討
の
視
点(

案)
｣

が
示
さ

れ
て
審
議
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
会
議
概
要
で
は
、
各
委

員
か
ら
出
さ
れ
た
様
々
な
意

見
が
列
挙
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
審
議
の
結
果
や
ま
と
め

は
記
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

【
第
３
回
会
議
】

事
務
局
か
ら
、｢

適
正
な

学
校
規
模
の
基
準｣

と｢

今
後

の
再
編
整
備
の
方
向
性
と
進

め
方｣

の｢

施
策
検
討
の
視
点

(

案)
｣

が
示
さ
れ
て
審
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
、｢

適

正
な
学
校
規
模
の
基
準｣

に

つ
い
て
は
、｢

少
子
化
の
進

配
置
の
観
点
も
含
め
て
、
離

は
、
全
分
会
が
と
り
く
む

行
等
に
よ
っ
て
、
学
校
規
模

島
や｢

通
学
上
の
不
便
さ
を
抱

こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
ず

の
小
規
模
化
が
一
層
進
行
し

え
る
地
域｣

の
小
規
模
校
に
関

は
、
職
場
内
署
名
を
や
り

て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
定
規

わ
る
問
題
に
つ
い
て
多
く
の

き
り
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て

模
以
上
の
高
等
学
校
の
維
持

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

家
族
や
知
人
に
も
広
げ
ま

を
図
る
と
い
う
観
点
も
含

｢

一
島
一
高
の
所
は
で
き
る

豊
か
な
高
校
教
育
を
実
現

も
の
府
県
の
小
中
学
校

し
ょ
う
。
可
能
な
支
部
・

20

め
、
再
検
討
す
る
必
要
が
あ

だ
け
残
し
て
ほ
し
い｣

｢

３
学

す
る
た
め
に
は
、
国
と
県
の

の
全
学
年
で

人
学
級
を

分
会
は
、
賛
同
し
て
く
だ

35

る｣
と
の｢

視
点(

案)
｣

が
提

級
以
下
の
学
校
は
離
島
・
半

教
育
予
算
を
大
幅
に
増
額
さ

実
現
さ
せ
る
な
ど
、
教
育

さ
る
企
業
や
幼
稚
園
・
保

起
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
適
正

島
部
が
ほ
と
ん
ど
で
、
そ
の

せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

条
件
の
向
上
に
大
き
な
役

育
園
に
依
頼
し
て
く
だ
さ

こ
と
を
考
慮
し
な
い
と
い
け

教
育
予
算
の
大
幅
増
額
を

割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
い
。
街
頭
署
名
も
計
画
し

な
い｣

等
、
小
規
模
校
の
維
持

求
め
る
教
育
全
国
署
名
は
、

長
崎
県
で
も

人
学
級
を

ま
し
ょ
う
。
締
切
は

月

35

11

を
重
視
す
る
意
見
の
一
方
で
、

今
年
度
も
、
９
月
か
ら
の
と

拡
大
さ
せ
る
た
め
、
署
名

下
旬
で
す
。

｢

幼
な
じ
み
だ
け
の
少
人
数
で

り
く
み
と
し
て
提
起
し
て
い

の
と
り
く
み
を
す
す
め
ま

さ
あ
、
と
り
く
み
や
す

は
社
会
性
の
涵
養
が
難
し
い

ま
す
。
請
願
項
目
は
例
年
通

し
ょ
う
！

い
時
期
を
設
定
し
て
、
目

の
で
は
な
い
か｣

｢

あ
る
程
度

り
、
国
の
責
任
に
よ
る

人

目
標
は
１
万
筆
で
す
。

標
の
１
万
筆
を
達
成
し
ま

35

の
規
模
が
な
い
と
部
活
動
が

学
級
の
実
現
、
教
育
費
の
保

こ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に

し
ょ
う
！

選
べ
な
い｣

等
、
一
定
規
模
以

護
者
負
担
の
軽
減
、
教
育
条

上
が
必
要
で
は
な
い
か
と
す

件
・
施
設
の
改
善
を
柱
に
す

る
意
見
も
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

え
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
教

｢

推
進
会
議｣
は
、
今
後
３

職
員
の
過
密
労
働
を
解
消
す

回
の
会
議
を
予
定
し
て
い
ま

る
た
め
、
「
抜
本
的
な
教
職

す
が
、
高
教
組
に
も
意
見
を

員
定
数
改
善
」
が
加
え
ら
れ

表
明
す
る
機
会
を
与
え
る
よ

ま
し
た
。

う
県
教
委
に
求
め
て
い
ま
す
。

教
育
全
国
署
名
は
、

月
12

組
合
員
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見

の
県
議
会
と
、
１
月
か
ら
の

を
高
教
組
本
部
に
お
寄
せ
く

通
常
国
会
に
請
願
を
出
す
た

だ
さ
い
。

め
の
署
名
で
す
。
こ
れ
ま
で

組合は であい ふれあい たかめあい

第三期長崎県高校改革推進会議

県立高校の適正な学校規模や適正配置等について審議
｢高校改革推進会議｣の委員

氏 名 出身団体・役職等

中島 洋 県立大特任教授 ※委員長に選出

松元 浩一 長大教育学部長

橋本優花里 県立大地域創造学部教授

山田 伸裕 県商工会連合会専務理事

松永 安市 県産業教育振興会理事長

松永 孝三 元農業大学校校長

菊森 淳文 ながさき地域政策研究所理事長

江頭 明文 県社会教育委員会委員長

森永 玲 長崎新聞編集局長兼論説委員長

野口市太郎 離島振興協議会会長(五島市長)

永田 良二 市教育長協議会(南島原市教育長)

加瀬川哲文 町村教育長協議会(東彼杵町教育長)

小栁 義則 県公立高校PTA連合会会長

野田 定延 県高等学校校長協会会長

森 百合子 県PTA連合会副会長

野間 康子 県校長会事務局長(小ヶ倉中校長)

植田八重子 公募委員

武原由里子 公募委員

＜県教委が協議を依頼した検討項目とその理由＞

検討項目① 社会の変化に対応した教育制度等の改革

【検討事項】○既存の学科・コースの今後の在り方

○現在推進している教育制度等の今後の方向性

【理由】本県の未来を担う人材や、変化の激しい社会においても

自立的に生き、社会の形成に参画できる人材を育成するため、

現在設置している学科・コースの在り方（専門学科における学

科改編を含む）について検討する必要がある。

また、第5次から第8次までの｢高等学校教育改革実施計画｣に

よって実施してきた、学科やコースの新設及び学科改編等の検

証を踏まえて、今後の魅力ある学校づくりについて検討する必

要がある。

あわせて、中高一貫教育や新たな離島留学制度の導入を含む

教育制度等の改革を行ってきたが、こうした施策についても検

証を行い、今後の方向性を検討する必要がある。

検討項目②少子化による生徒減少に対応した適正配置と再編整備

【検討事項】○適正な学校規模の基準

○今後の再編整備の方向性と進め方

【理由】平成30年3月の中学校卒業者数は、１２，６８５名であ

ったが、平成42年3月には、１１，０００人を下回ることが見

込まれるなど、今後も生徒数は減少傾向にある。

第1期基本方針においては、生徒にとって望ましい学習環境

を提供し、教育水準の維持・向上を図ることを目的に、統廃合

を含む再編整備を進めてきた。

第２期基本方針においては、第1期の｢学校規模の適正化｣の

考え方を引き継ぎつつも、通学上の不便さを抱える地域におい

ては、小規模校をできるだけ維持する方向で、高等学校の再編

整備を進めてきている。

第1期基本方針策定当初(平成13年度)と現在を比較すると、3

学級以下の小規模校の割合は13ポイント程度増加しており、今

後も再編整備は避けられない状況にある。

このため、しま地区を多く有する本県の地域ごとの特色にも

留意しつつ、これまでの経緯等を踏まえながら、本県教育の将

来を見据えた高校の適正配置や再編整備の在り方について検討

する必要がある。

県
教
委
は
、
２
０
０
１
年
２

月
に｢

長
崎
県
立
高
等
学
校
改
革

基
本
方
針｣

(
第
一
期
基
本
方
針
、

～

年
度)
を
策
定
し
、
総
合

01

10

選
抜
の
廃
止
や
通
学
区
域
の
拡

大
、
離
島
留
学
制
度
の
創
設
、

７
高
校
・
４
分
校
の
統
廃
合
等

の｢

高
校
改
革｣

を
推
進
し
ま
し

た
。

年
度
か
ら
は｢

第
二
期
基

11

本
方
針｣

(

年
３
月
策
定)

に
基

09

づ
く
実
施
計
画(

第
５
～
第
８

次)

が
実
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、

年
度
か
ら
の

21

10

年
間
を
対
象
と
す
る｢

第
三
期
基

本
方
針｣

を
策
定
す
る
た
め
に
、

｢

第
三
期
高
校
改
革
推
進
会
議｣

(

以
下
、｢

推
進
会
議｣

委
員
名

簿
は
別
掲)

が
設
置
さ
れ
、
県
教

委
が
依
頼
し
た
２
つ
の
検
討
項

目(

検
討
事
項
と
依
頼
理
由
は
別

掲)

に
つ
い
て
の
審
議
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

第
１
回
会
議
は
６

月

日
、
第
２
回
は
７
月

日

29

27

に
開
催
さ
れ
、
会
議
概
要
は
、

県
の
Ｈ
Ｐ
で
公
表
さ
れ
て
い
ま

す
。
８
月

日
に
は
第
３
回
会

29

議
が
開
催
さ
れ
、
馬
場
書
記
長

が
傍
聴
し
ま
し
た
。
公
表
さ
れ

て
い
る
会
議
概
要
と
傍
聴
の
結

果
か
ら
、
各
回
の
状
況
を
お
伝

え
し
ま
す
。

【
第
１
回
会
議
】

｢

第
２
期
基
本
方
針｣

の
も
と

で
実
施
さ
れ
た
学
科
改
編
等
に

つ
い
て
、
入
試
の
倍
率
や
進
路

状
況
等
の
資
料
に
基
づ
い
て
検

証
が
行
わ
れ
、
会
議
概
要
の<

ま

と
め>

で
は
、｢
方
向
性
と
し
て

は
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た｣
｢

今

後
の
課
題
と
し
て
、
人
材
育
成

の
視
点
や
地
域
と
の
一
体
化
の

視
点
、
と
り
わ
け
し
ま
地
区
に

お
け
る
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い

て
こ
の
ま
ま
の
考
え
方
で
い
い

の
か
と
い
う
意
見
が
出
た
の
で

は
な
い
か｣

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

教
育
予
算
の
大
幅
増
額
を
求
め
る

教
育
全
国
署
名
が
ス
タ
ー
ト

第二期基本方針での｢適正な学校規模の基準｣
①全日制高等学校の適正な規模は、基本的には、1

学年4学級から8学級(160～320人)を標準とする。

②適正配置の観点等から必要が認められる場合にお

いては、上記の基準を1学級下回る又は1学級上回

る規模の高等学校の配置についても弾力的に扱う

ものとする。

③一島一高等学校の場合及びそれに準じる通学上の

不便さを抱える地域の高等学校の場合には、1学

年1学級の学校として存続することも検討する。
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８
月

日
、

高
教

渉
に
引
き
続
き
、
次
の
３
点

管
理
職
や
同
僚
か
ら
の
ハ

理
職
が
増
え
た
か
ら
い
い

26

組
会
館
で
女
性
部
総
会

を
大
要
求
項
目
と
す
る
こ
と

ラ
ス
メ
ン
ト
の
具
体
的
な
実

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の

を
開
催
し
ま
し
た
。
参

を
確
認
し
ま
し
た
。

態
や
相
談
し
た
く
て
も
相
談

で
、
現
場
の
声
や
実
態
を

加
者
は
９
人
で
し
た
。

が
で
き
る
人
が
い
な
い
、
ま

把
握
し
て
、
県
教
委
へ
パ

お
し
ゃ
れ
で
美
味
し
い

①
職
場
で
の
人
権
侵
害
・
ハ

た
相
談
し
た
く
て
も
ゆ
と
り

ワ
ハ
ラ
根
絶
の
と
り
く
み

今
年
度
の
「
教
育
の
つ
ど

３
９
９
本
、
高
校
は
１
１
６

お
弁
当
を
い
た
だ
き
な

ラ
ス
メ
ン
ト
を
根
絶
す
る

が
な
い
職
場
環
境
で
ス
ト
レ

を
強
化
さ
せ
る
こ
と
を
強

い
」
が
、
８
月

～

日
の

本
で
昨
年
を
上
回
り
ま
し
た
。

が
ら
、
話
題
が
尽
き
な

た
め
の
と
り
く
み
を
強
化

ス
が
増
え
て
い
る
等
が
報
告

く
訴
え
る
こ
と
が
大
切
で

17

19

３
日
間
に
わ
た
っ
て
長
野
市

長
崎
か
ら
は
、
レ
ポ
ー
タ
ー

い
充
実
し
た
総
会
に
な

す
る
こ
と
。

さ
れ
ま
し
た
。
高
校
で
も
女

あ
る
と
確
認
し
ま
し
た
。

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ホ
ク

と
し
て
鈴
木
奈
尾
子
さ
ん

り
ま
し
た
。
そ
の
中
心

②
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

性
管
理
職
の
登
用
が
漸
進

今
、
学
校
に
置
け
る
働

ト
文
化
ホ
ー
ル
の
開
会
集
会

(
外
国
語
分
科
会)

と
烏
山
隆

は
職
場
で
の
女
性
教
職

育
て
ら
れ
る
環
境
の
整
備

し
、
現
場
の
女
性
教
職
員
へ

き
方
改
革
が
喫
緊
の
課
題

で
は
全
国
か
ら
１
２
０
０
人

弘
さ
ん(
生
活
指
導
・
自
治

員
の
働
く
環
境
の
改
善

を
す
す
め
る
こ
と
。

の
理
解
、
配
慮
が
す
す
む
も

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
集
い
、
３
日
間
の
べ
４
２

的
活
動)
、
教
文
部
長
の
寺

で
す
。
今
年
度
は
女
性

③
女
性
教
職
員
が
働
き
や
す

の
と
期
待
で
き
る
も
の
の
、

を
「
追
い
風
」
に
女
性
教

０
０
人
の
父
母
・
保
護
者
、

田
書
記
次
長
、
３
人
が
参
加

部
と
し
て
の
県
教
委
交

い
職
場
環
境
づ
く
り
は
管

男
性
以
上
に
男
性
的
に
な
ら

職
員
が
働
き
や
す
い
職
場

市
民
、
教
職
員
が
参
加
し
ま

し
ま
し
た
。

渉
を
予
定
し
て
い
ま

理
職
や
県
教
委
の
責
務
で

な
い
と
「
な
め
ら
れ
る
」
と

環
境
づ
く
り
が
必
要
な
こ

し
た
。
レ
ポ
ー
ト
総
数
は

す
。
前
回(

年
度)

交

あ
る
こ
と
。

い
っ
た
感
情
を
も
っ
た
女
性

と
を
改
め
て
、
管
理
職
や

16

管
理
職
も
い
る
の
で
は
な
い

県
教
委
に
求
め
て
い
く
こ

【
参
加
者
の
感
想
】

交
渉
へ
～
」
報
告
に
つ
い
て

か
と
の
意
見
か
ら
、
女
性
管

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

に
あ
っ
て
も
、
や
っ
て
い
い

烏
山
隆
弘
さ
ん

は
、
様
々
な
視
点
か
ら
ご
意

こ
と
と
い
け
な
い
こ
と
が
立

(

鳴
滝
定
時
制
夜
間
部)

見
を
い
た
だ
き
、
進
む
べ
き

憲
主
義
の
約
束
。
メ
デ
ィ
ア

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
青
木
理

方
向
が
見
え
た
有
意
義
な
報

昨
年
度
復
活
し
た
青
年
部

年
度
総
括
で
は
、
朝

い
ま
す
の
で
、
是
非
こ
の

17

の
役
割
は
こ
こ
を
監
視
す
る

さ
ん
は
講
演
の
中
で
、
政
権

告
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

の

年
度
総
会
を
、
８
月

倉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
初
め

２
日
間
は
予
定
を
空
け
て

18

10

こ
と
。
安
倍
政
権
は
、
度
々
、

の
支
持
構
造
や
安
倍
首
相
が

鈴
木
奈
尾
子
さ
ん

日
、
夏
季
教
研
と
平
行
し
て

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
経
験

お
い
て
く
だ
さ
い
。

文
書
隠
蔽
で
多
く
の
人
が
ヤ

「
国
益
」
を
損
ね
た(

る)

報

「
憲
法
改
正
」
の
旗
を
降
ろ

(

鳴
滝
定
時
制
夜
間
部)

川
棚
町
「
く
じ
ゃ
く
荘
」
で

し
、
生
徒
に
語
る
こ
と
が

そ
の
他
、
教
員
採
用
試

バ
い
と
い
う
感
じ
を
共
有
し

道
と
攻
撃
を
す
る
が
、
メ
デ

せ
な
い
理
由
を
わ
か
り
や
す

「
平
和
・
人
権
」
教
材
を
導

開
催
し
ま
し
た
。
出
席
者
は

増
え
て
良
か
っ
た
と
い
う

験
対
策
学
習
会
に
も
青
年

て
い
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、

ィ
ア
が
「
国
益
」
を
考
え
自
己

く
解
説
。
若
者
へ
の
メ
ッ
セ

入
し
た
授
業
実
践
「
英
語
でP

７
人
、委
任
状
７
人
で
し
た
。

意
見
や
福
島
で
行
わ
れ
た

部
で
積
極
的
に
関
わ
っ
て

な
ぜ
安
倍
政
権
は
続
く
の

規
制
、
忖
度
を
す
る
こ
と
は
、

ー
ジ
と
し
て
金
大
中
元
韓
国

E
A
C
E
!

」
を
発
表
し
ま
し
た
。

役
員
改
選
、

年
度
の
活
動

全
国
青
年
教
職
員
学
習
交

い
き
た
い
と
い
う
意
見
も

17

か
。
そ
れ
は
メ
デ
ィ
ア
の
あ

メ
デ
ィ
ア
自
身
の
「
死
」
を
意

大
統
領
取
材
時
の
言
葉
「
日

参
加
者
か
ら
は
「
人
権
教
育
と

総
括
、

年
度
計
画
、
決
算
、

流
集
会｢

Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｅ
！｣

に

出
さ
れ
、
青
年
部
の
意
気

18

り
方
の
問
題
も
あ
る
が
、
民

味
す
る
こ
と
。
と
現
在
の
メ
デ

本
は
自
分
の
力
で
民
主
主
義

の
連
携
が
必
要
」
「
英
語
で
の

予
算
に
つ
い
て
審
議
を
行
い

過
去
最
多
の
４
人
が
参
加

込
み
が
伝
わ
る
総
会
と
な

主
主
義
を
ど
の
よ
う
に
つ
く

ィ
ア
の
あ
り
方
に
つ
い
て
警

を
勝
ち
取
っ
た
こ
と
が
一
度

作
文
も
さ
せ
た
方
が
良
い
」

ま
し
た
。

し
た
こ
と
、
中
四
九
ブ
ロ

り
ま
し
た
。

っ
て
い
く
か
私
た
ち
に
問
わ

鐘
を
鳴
ら
し
ま
し
た
。
こ
の

も
な
い
」
を
紹
介
。
民
主
主

な
ど
の
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

役
員
は
、
片
山
司
朗
部
長

青
年
学
習
交
流
集
会
で
長

総
会
終
了
後
は
「
ぶ
っ

テ
レ
ビ
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ

れ
て
い
る
こ
と
。

メ
デ
ィ
ア
の
あ
り
方
は
そ
の

義
と
は
一
人
ひ
と
り
が
考
え

今
回
、
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、

（
平
戸
）
、
砂
田
一
歩
副
部

崎
集
会
の
参
考
に
な
っ
た

ち
ゃ
け
楼
」
と
題
し
て
、

ー
と
し
て
も
お
馴
染
み
の
ジ

メ
デ
ィ
ア
の
あ
り
方
に
つ

国
の
民
主
主
義
の
問
題
で
も

て
行
動
し
勝
ち
取
る
も
の
だ

「
協
同
研
究
の
実
践
映
像
」

長
（
長
工
全
）
、
渋
谷
雪
絵

と
い
う
意
見
な
ど
が
出
さ

日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
青
木
さ
ん
は

い
て
は
、
そ
も
そ
も
メ
デ
ィ

あ
り
、
若
い
世
代
へ
の
メ
ッ

と
思
う
と
結
ば
れ
ま
し
た
。

で
見
た
、
活
き
活
き
と
学
ぶ

副
部
長
（
大
村
）
が
昨
年
度

れ
ま
し
た
。

と
、
部
活
動
の
こ
と
、
生

長
野
県
小
諸
市
の
出
身
。
青

ア
の
仕
事
と
は
、
ま
ず
権
力

セ
ー
ジ
し
て
「
民
主
主
義
は

分
科
会
で
の
レ
ポ
ー
ト

中
学
生
の
姿
だ
っ
た
。
協
同

に
引
き
続
き
担
当
す
る
こ
と

年
度
は
、

月
８
・

徒
の
様
子
な
ど
情
報
交
換
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木
さ
ん
は
、
森
友
・
加
計
学

を
監
視
し
常
に
チ
ェ
ッ
ク
す

自
分
た
ち
で
つ
く
っ
て
い
く

「
定
時
制
夜
間
部
の
生
徒
総

学
習
を
い
か
に
取
り
入
れ
る

に
な
り
ま
し
た
。

９
日
に
中
四
九
ブ
ロ
青
年

を
行
い
、
交
流
を
深
め
ま

園
問
題
や
メ
デ
ィ
ア
と
教
育

る
こ
と
と
、
広
く
、
そ
し
て

も
の
」
と
結
び
ま
し
た
。

会
～
議
案
書
検
討
か
ら
校
長

か
、
最
後
の
教
研
で
得
た
新

学
習
交
流
集
会
を
長
崎
市

し
た
。

へ
の
政
治
介
入
、
安
倍
政
権

早
く
正
確
に
多
く
の
人
に
伝

た
な
る
課
題
で
し
た
。

の
「
矢
太
樓
」
で
開
催
し

が
ね
ら
う
改
憲
等
に
つ
い
て

え
る
こ
と
な
の
で
「
右
」
も

ま
す
。
長
崎
ら
し
く
、「
学

語
る
と
と
も
に
、若
者
に
「
自

「
左
」
も
な
い
。
国
会
の
多

見
直
し
な
ど
今
ま
で
の
高
校

校
で
憲
法
と
平
和
を
学
ぼ

分
た
ち
の
手
で
民
主
主
義
を

数
派
が
政
権
を
担
当
す
る
中

教
育
を
見
直
す
き
っ
か
け
に

う
」
（
仮
題
）
と
題
し
た

つ
く
る
こ
と
が
大
切
」
と
の

な
っ
た
と
の
報
告
が
あ
り
、

講
演
や
平
和
、
学
級
づ
く

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し

開
会
集
会
後
、
寺
田
書
記

校
と
兵
庫
県
の
特
別
支
援
コ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
は

り
、
作
文
・
小
論
文
な
ど

た
。
安
倍
政
権
に
つ
い
て
は

次
長
が
「
高
等
学
校
に
お
け

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
の
報

長
く
就
労
で
き
る
た
め
の
進

の
分
科
会
を
行
う
こ
と
を

側
近
の
補
佐
官
た
ち
の
言
動

る
特
別
支
援
教
育
を
考
え
よ

告
が
あ
り
ま
し
た
。

路
保
障
の
難
し
さ
、
特
に
大

決
定
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、

に
「
知
性
の
劣
化
」
が
見
ら

う
」
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加

２
校
か
ら
は
、
教
職
員
が

学
入
学
後
の
支
援
の
難
し
さ

２
日
目
は
、
被
爆
遺
構
め

れ
る
。
こ
れ
は
安
倍
氏
の
人

し
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
高

子
ど
も
を
見
る
目
が
肥
え

が
課
題
で
、
高
校
は
最
後
の

ぐ
り
と
歴
史
め
ぐ
り
の
フ

を
見
る
目
の
な
さ
に
繋
が
る

校
に
お
け
る
「
通
教
に
よ
る

た
、
通
級
を
受
け
て
い
る
生

砦
と
し
て
、
そ
の
子
の
高
校

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い

も
の
。

指
導
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

徒
一
人
ひ
と
り
の
「
満
足
度
」

在
学
中
か
ら
の
福
祉
と
の
連

ま
す
。
ま
ず
は
県
内
の
青

特
定
秘
密
保
護
法
、
安
全

埼
玉
と
長
野
の
「
通
級
」
に

が
コ
ア
、
通
級
が
始
ま
っ
て

携
の
重
視
を
と
話
し
ま
し
た
。

年
の
皆
さ
ん
に
多
く
参
加

保
障
関
連
法
、
共
謀
罪
、
公

取
り
組
ん
で
い
る
２
つ
の
高

内
規(

教
務
・
生
徒
指
導)

の

し
て
欲
し
い

と
願
っ
て

組合は であい ふれあい たかめあい

記念講演を行う青木さん

教
育
の
つ
ど
い

長
野
に

in

全
国
か
ら

の
べ
４
２
０
０
人

【
記
念
講
演
】
青
木
理
さ
ん

｢

『
憲
法
改
正
』
が
教
育
を
こ
わ
す
！

～
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
視
点
か
ら
～
」

メ
デ
ィ
ア
が
「
国
益
」
を

考
え
自
己
規
制
、
忖
度
を

す
る
こ
と
は
メ
デ
ィ
ア
自

身
の
「
死
」
を
意
味
す
る

こ
と
。

「
民
主
主
義
は
自
分
た
ち

で
つ
く
っ
て
い
く
も
の
」

【
フ
ォ
ー
ラ
ム
】

｢

高
等
学
校
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
を
考
え
よ
う
」

分科会で発表する烏山さん

女性部総会報告

青
年
部
総
会
報
告

中四九ブロの学習交流集会で
他県の仲間と交流しよう！

12月８日13時～9日12時
※部分参加でもＯＫ
詳しい日程は本部に問い合わせを

県の母親大会への参加者募集中！
９月30日 10時～ 分科会

14時～ 記念講演
会場：長崎ブリックホール
※詳細はチラシをご覧ください。

(2) 第1666号 2018年9月1日(土)
昭和35年8月11日第三種郵便物認可 毎月1日、15日発行長 崎 高 教 組 新 聞


